
0

旧吉野川・今切川における
河川堤防の液状化対策について
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旧吉野川・今切川における液状化対策の現状について

旧吉野川・今切川の液状化対策の必要延長は約20.7km。
重要インフラの緊急点検の結果等を踏まえた「防災・減災国土強靭化のための3か年緊急対策」において、
旧吉野川河口堰下流区間の約3.2kmを集中的に整備中。残すところ向喜来地区と豊久地区の２箇所のみとな
っている。

凡例
：洪水対策と重複する区間として築堤等対策を進める箇所
：昭和南海地震と同規模の地震・津波による浸水被害を防止

するために液状化対策を実施する区間→3ヵ年緊急対策区間
：液状化対策必要区間
：対策実施済み区間

旧吉野川･今切川 地震･津波対策の実施区間（河川整備計画【H29】P.145）

現状
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中瀬地区（施工後）

施工状況

地盤改良後状況



河川堤防の耐震対策に関する技術検討会
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今後の液状化対策について、最新の知見を踏まえ技術的な事項について諮ることを目的として「旧吉野
川・今切川河川堤防の耐震対策に関する技術検討会」をＲ元年度に設置し、これまでに３回の検討会を
開催。

目的

旧吉野川・今切川河川堤防の耐震対策に関する技術検討会 委員

○第１回 令和元年１０月２日
・旧吉野川、今切川における耐震対策の現状と課題
・今後の耐震対策検討方針の考え方
・堤防耐震対策を優先的に進める区間の考え方

○第２回 令和２年５月２８日
・旧吉野川、今切川における耐震対策の進め方
・新たな対策工の検討

○第３回 令和３年１月７日
・新たな対策工の適用性について
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現行の技術指針に基づく大規模地震・津波対策を完了させるには、事業費も膨大で長期間に及ぶこと、また大規模
地震の発生は喫緊の課題であることから、段階的に整備を進める。
これまでは、河川整備計画【変更】の優先度検討フローに基づき、「昭和南海地震」と同規模の地震・津波で浸水が
想定される地域を対象に液状化対策を実施してきたところ。次段の整備として、検討フローにある地震規模を引き上
げ、旧吉野川、今切川全体の治水安全度の更なる向上を図る。

液状化対策の進め方

地震・津波対策の優先度検討フロー
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（河川整備計画【H29】P.144）

地震の規模の違いにより浸水が想定される地域

同等規模

昭和南海地震と同規模の津波により
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これまでの液状化対策で得られた知見や、最新の技術を取り入れた、新たな対策工を含めた検討を行い、より効
率的な液状化対策を模索する。

新たな対策工の検討
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例） 空気注入工法

地盤改良工
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改良層の厚さ見直し

最新技術の導入
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対策工の組み合わせ施工
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新たな対策工は事例も少ない取り組みであるため、試験施工を予定している。
新たな対策工を実施した場合は、現地モニタリングを行い液状化対策の効果を検証、今後の対策に反映する。

新たな対策工に向けた試験施工

現地モニタリング手法（案）

地盤改良工

間隙水圧計

沈下板

液状化層

液状化層

非液状化層

項目 概要

現地
モニタリング

地震計 試験施行近傍での地震動を計測

間隙水圧計
改良体下相当の深度の間隙水圧を測定
液状化の有無を確認

沈下版 改良体上面に沈下版を載せ、変位を計測

徳島国道出張所

旧吉野川、今切川
近傍地震計位置

孔中感震器
G.L.-2m
G.L.-11m
G.L.-48m

地表感震器

地震計配置図

地表感震器
間隙水圧計

ボーリング孔内に設置、液状化層の間隙水圧を測る

ボーリング孔


